
































道在我'可以主変化大本立商連追行｡達遺 行自然無滞是坤道之達順也｡(『説理会編』　巻之十､経義一､易第一五条)　(易は伏義･文王･ ･ が心学を明らかに説いた書である｡乾は健であり'心の徳である｡心の徳の健とは変化をつかさどるものである｡龍は乾を象り､ は心を象る｡乾の六史は皆な警悦の意である｡六位 うちの三 動きやすい故に凶が多い位であるので､特に偶を説いたが､この傷は　 中庸』　の戒慎恐健の工夫に相当する｡学ぶ者は常に警暢していれば､乾道と自らが一致し､変化 支配できるから､根本が確立さ
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れ、道が行われる。道が自然に行われ滞ることが無いのは、坤道が乾道に従う達順のあらわれである。)
季本の警傷説は乾道が坤道を統御することであり、易の扶陽抑陰説にもとづくが、工夫論としての側面を濃厚に持つ。乾が心であり、 の六交が心の諸相をあらわすというのは心によって易を解する典型的な心易 解法である。季本以外の王守仁の直弟子たちの間でも、警傷説を『易』の扶陽抑陰説という『易』固有の議論とするより、工夫論のうちにとりこむ傾向の方が強い。なお所引のものは『説理会編』のものであるが、この警協説は『易学四同』巻之一 九三の交辞の解釈においても説かれている。
季本と郡守益の聞には、警場説そのものにおいてというよりその周辺において一致しない点があった。まず郡守
益の季本あての書簡からみてみたい。
執事憂近時学者失自然宗旨流於物欲、特掲龍徳之警傷変化、以警傷歳夜之、可謂良工苦心突。特剛柔善悪之分於部情尚未釈然。是以遅遅未敢復也。夫三才之道日陰陽日剛柔日仁義。仁義剛柔陰陽之流行中節慮則為道為善、其偏重不中節慮則為過為不及為悪。故乾之上九剛也以過而日有悔。坤之六五非柔乎以中而日元吉。君子之乾乾不息正以能晦能顕能屈能伸、若四時日月錯行代明。・:此皆乾徳之変化、時而出之、不可以繊老人力増損。若以剛柔蔽善悪、得無尚有未埜乎。(『東廓郷先生文集』巻之五、「復季彰山使君」)(近頃の学ぶ者が自然 いう教に迷い物欲を恋にしている事を憂え あなたが龍の警協変化という働きを特に重視し、それによって学ぶ者を戒めようとするのは良工の苦心といえる。ただあなた 言う剛柔 善悪の関係についてはよくわからない。だからなかなかお返事することができなかった。三才の道とは陰陽・ 柔・仁義 言、っ。 ・剛柔・陰陽が流
41　　季本の易学
行し､節に中る庭が道であ-善であ-'偏り節に中っていない虞が過であり不及であり悪である｡だから乾の上九は剛だが度を過ぎており｢悔い有り｣とある｡坤の六五は柔だが中であるので　｢元吉｣というのではないか｡君子が乾乾としてやまないのは情況に応じて隠れたり顕れたり屈した-伸びたりすることができるからであ-'春夏秋冬･日月 つぎつ に入れかわ-､順々に照-輝いていくようなもの｡-これはすべて乾徳が変化したものであり､情況に応じてあらわれたもの り､僅かばかりの人為によって増損して ならない｡もし剛柔によって善悪を蔽って まえば､誤りが るのではないか｡)
那守益は季本の警暢説を肯定しながらも'その剛柔善悪の解釈については疑問を持っている｡所引で郁守益が｢若し剛柔を以て善悪を蔽へば､尚は末だ埜らかならざること有る無きを得んや｣と言っていることよりすれば'季本の所説は､剛は善であ-'柔は悪であるとする形式主義的あてはめであろう｡本稿では以下'これを剛柔善悪説とよぶ｡
季本は乾坤と剛柔の関係について､｢乾坤の徳は一剛柔の断に過ぎず｡故に乾坤は必ずしも三董六卦に拘はらず'
但､剛柔の己まざるを以て言ふ｣　(『易学四同』巻之五､繋辞上伝第一章)､｢剛柔の理は乾坤に尽-｡乾は確然として不屈 陽の能く陰を主る者なり｡坤は陰然として無為､陰の陽を擁めざる者なり｣　(『説理会編』巻之十㌧　経義一､易第1六条)　と述べ､剛柔を重視して いる｡ 説理会編 十 経義二　易第一四条に｢剛柔は本を立つる者なり｡剛柔の本は全て初文に在り｡初更'剛なれば則ち強､凡そ重きに任ずる者'初は皆な剛史｡初更､柔なれば則ち弱､凡そ常に安んずる者､初は骨な 史｡故に初は事の幾にして'強弱は此に本づく ｣とあるのは 剛柔善悪説に似るが同じではない｡
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個々の釈例をみると需卦について季本は「剛よりして言ふこと有れば柔は剛中に在り。柔よりして言ふこと有れ
ば剛は柔中に在り。柔は剛の体、剛は柔の用。体に即して用、体に在るを言ふ。用に即して体、用に在るを言ふ。其の剛柔に随ひて以て体用と為さば合一なる者、見るべきなり」(『易学四同』巻之一、需卦卦辞)と解釈する。一一一=一水天需 乾を剛とし吹を柔とするのであるが、剛柔の相即が説かれ、柔に対す 剛の優位は認められない。さらに需卦について季本は「柔の道を以てそ 剛暴の気を消す」(卦辞)・「六四の功、安んぞ少とすべけんや」(六四)と解釈し、柔と陰交の たらきを重視し いる。このように『易学四同』では剛柔善悪説に対する反例が目につく
要するに、『易学四同』・『説理会編』において、剛柔善悪説の適用はみられない。現存の季本の文集にもその










警暢変化､自然変化､其旨初無不同者｡不警暢不足以言自然｡不自然不足以言警惨｡警賜而不自然其失也滞､自然而不警暢英夫葛｡滞輿蕩皆有通有莫､ 可輿語比義之変化臭｡向所陳､乾之上九以剛 円悔､坤之六五以柔而目元吉､似不可以剛柔分善悪｡-即各交而致之､則需之九三不如上六之終吉'轟 九二不如六五之用替､嵯瞳之上九不如六五之黄金､願之初九不如六四之虎視 大過 初 自茅､離之 四 二 黄離井之九二不如六五之誉命｡高明試思 ､再以見教｡夫陰陽剛柔仁義本一道也､因三才而六英名耳｡故自其流行中節虞､便是善'其偏重虞､便是過輿不及､便是悪｡若必以陰陽剛柔分善悪､ 知仁義又将安属 乎｡(『東廓郁先生文集』　巻 五'｢再簡季影山｣)　(警悦の変化も自然の変化もその旨はもともと同じである｡警燭でなければ自然とは言えない｡自然でなければ警惨とは言えない｡警惨であって自然でなければ滞り､ であって警惨でなければしまりがない｡滞ったりしま-がないのはそれぞれに偏りがあ- ｢比｣　の意義を説-ことができない｡先の書簡　(｢復季影山便君｣)　に述べてお たように､乾の上九は剛であるが　｢悔｣とあ ､坤の六五は柔であるが｢元吉｣ あり 剛柔によって善と悪に分かつことは -各桑を観ると寓 九三はL六の｢終吉｣　に及ばないLt轟の九二は六五の　｢用誉｣に及ばないLt嵯畦の上九は六五の　｢黄金｣に及ばないし､頓の初九は六凶の　｢虎視｣　に及ばないし､大過の九三は初六の　｢自茅｣　に及ばないLt　離の九四は六二の　｢黄離｣　に及ばないし'井の九二は六五の ｢誉命｣　 及ばない｡どうかよ-考えた後でまた えていただきたい｡




所引の　｢比義の変化｣とは　『論語』里仁第四の｢君子の天下に於けるや､適も無く､英も無し｡義に之れ輿に比しむ｣　の　｢比｣　に拠る｡｢需之九三｣以下の諸例はいずれも季本の解釈に対する反例である｡｢寓の九三は上六の終吉に如かず｣というのは需≡の九三は凶であるが上六は吉であるのをふまえる｡九一二は剛史であるのに凶　(悪)　であり､上六は陰交である に吉　(善)　であり､剛は善であり柔は悪であるという確定的形式に包括されないものがあることを示す｡また先 書簡｢復季影山使君｣ において邸守益 警暢説と自然説の両説を対立的にとらえていたが'この書簡｢再簡季影山 において ｢警暢ならざれば以て自然を言ふに足らず､自然ならざれば以て警惨を言ふ足らず｣と両説ともに欠-こ ができないとする｡そのため 争の中心がむしろ　｢陰陽･剛柔･善悪｣　の三者の関係の方に移-つつある｡邪守益が｢若し必ず陰陽剛柔を以て善悪を分かたば､仁義又将に安く か之に属するか知らず｣と批判す のは季本の説の青紫に中るものであろう｡季本の説では仁義が浮いてしまうか であ ｡
｢陰陽･剛柔･仁義｣　についての季本の解釈をみると　｢陰陽は剛柔の象､剛柔は陰陽の徳'仁義は剛柔の善､其









朱蔦は伏義易には三索して六子が生ずるという次序が無-､それは文王の創作にかかるとし､伏義易と文王易を分離する｡季本は､伏義易は乾坤の交わりを説くものであるとし､乾坤の交わりは易を貫くものであるから､その意で文王易は伏義易に還元されるとする｡そして朱嘉 卦変説の方ではな-程暁の卦変説の方を正しいとするが､その判断は両者の からの距離によってなされる｡ここから　『易』　解釈において､季本が伏義を重視 ているのがわかる｡次に季本の　『易』　の作者説で伏義がいかな 位置をしめているかをみた ｡
(T)　『易』　の作者説
























象､形而上也' 滞於 '形而下也｡(『説理会編』巻之十､経義一､易第二三条)　(繋辞下伝には｢事に象-器を知る｣とあり､繋辞上伝には　｢以て器を制する者は其の象を尚ぶ｣とある 象は器であり､器は象である
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器の流行を象と言い､象の凝滞を器と言う｡象は器の通ずるところであ-､陽の止まることのないはたらきを指しており'周子の　『太極図説』　の　｢一動l静､互いに其の根 為-､-｣　に当た-､器と言うことはできない｡器は象のあらわれた ころであり､陰に定質があることを指しており､周子の 『太極図説』　の　｢陰に分かれ陽に分かれ両儀立つ｣　に当た-､ と言うことはできない｡だから繋辞上伝には　｢見はるは乃ち之を象と謂ひ､形あるは乃ち之を器と謂ふ｣ ある｡-器によって象を尚ぶというのは形而 であり､象が器に滞る いうのは形而卜である｡)
｢太極､動じて陽を生じ､動､極ま-て静なり｡静にして陰を生じ､静､極まりて復た動なり｡一動一静､互いに
其の根と為-､陰に分かれ陽に分かれ両儀立つ｣　(『太極図説』)　との比定からわかるように､季本には器より象をより本源的なものとし､その物質性を薄め､意味の世界にひきつけていく志向がみ れる｡『説理会編』巻之十､経義一､易第70条では　｢八卦 重んずる所は卦徳に在-｡図-て之を重ぬるも亦た卦徳を以て重しと為すな-｡-見るべし､聖人董卦の意｣と説き､卦徳を重視するのに　｢聖人書一卦の意｣をもち出す｡ここでの卦徳は卦義といいかえられようが'卦徳 は卦の基本性質､品徳'効用をいう｡また｢蓋し象は心の見る所､此の象有 に因りて辞を玩じ以て其の理を察す｣　(『易学四同』　巻之五､繋辞上伝第二章)　とあるのは､易の象と作易者である聖人の心との関係を論じたも である｡易および の象と作易者である聖人の心との先行関係 易学史上､重要な問題と
1 - -
なってきた｡易の象よりも作易者である聖人の心が先行するというのが墓前の易の理論である｡季本は墓前 についてどう考えて るのだろうか｡










引の　｢十三卦利器尚象｣とは'その十三卦に｢制器尚象｣　(繋辞上伝)　を読み取る繋辞下伝の解釈を指すが､季本は聖人 意ではないとする｡｢利器尚象｣　の原意は､韓注に｢『以利器者尚其象』　とは､刑器を造制するに'其の交卦の象に法るを謂ふ｣　(｢周易兼義｣巻第七)　とあるように､器という具体的な物よりも象 いう易の象徴が先行するという意であ が'先に引用した　『説理会編』巻之十､経義一､易第二三条の季本の象器相即説とはずれ あ ｡十三卦の中 橡卦については､『説理会編』巻之十､経義一､易第二八条に｢大伝の十三卦 以て制器尚象の義を
たく
言ふは義･文の本旨と合はず｡其の尤も通ぜざる者 像 本と順動を以て義と為すを'乃ち重門撃癖に りて以て暴客を待つとす｡足れ和橡 預を以て預備の預と為すが如きなり｡此等の庭は乃ち那魯の後儒､各ゝの己の意を以て易を説くの言にして之を附入す｣とある｡繋辞下伝の説は､務卦 中 門を重ね拍子木を打って夜警する象を読みとることによって､｢和橡の確｣を｢務備の務｣　の意と -かえ､そ 結果 家伝の解釈とあわな-なると季本は批判す のである｡家伝には　｢順以て動く なり｣ あ-'像を従順 意と解釈する｡
｢程子云云｣とは　『河南程氏遺書』巻第十八'第一六四条に｢聖人､河図洛書を見て八卦を毒す｡然らば何ぞ図
書を必せん｡只だ此の兎 看て､亦た八 を作るべく､数は便ち此 中に起こるべし｣ の 指す｡河図洛書を見て八卦を作るなら､それと同じように兎を見て八 を作ることも可能であろうという話である｡
｢包義氏仰別観象於天､傭則観法於地､‥⊥及び｢十三卦制器尚象｣　に対する季本の批判の主たる対象はその象
の先行性にある｡兎の例は象にとらわれてはならないということだろう｡また　｢兎｣　や｢包義民仰則観象於天'傭則観法於地'-｣　の　｢象｣は単 る自然現象を指してお-'そ ようなものは易と直接的に関係しないというおいても否定したのであろう｡ただ所引の　｢聖人の卦を毒するは全く心上に此の理を見得 に在り｡故に其 ､
カた






毒卦のみではな-､卦名も伏義に帰せられている｡もし毒卦のみ伏義の手にかか ものとした場合､卦象は卦名より優先されるはずである｡しかし所引では董卦のみ はな-､卦名 も と主張しているこから'季本が卦名を卦象と同じように易の最古層に属す ものと見なしているのがわか ｡卦名 は意味を持つから卦義の一つといえ ｡ 卦名　(義)　双方を伏義の手に帰すことにより､象が義 先行する か､義が象に先行するの ､という二つの指向は融和しょ ｡象と義の相即を主張しっつ､家伝の象伝に対する従属性を保持するのが季本のねらいであろう｡
象と義の相即が求められるのは以下の理由からである｡もし来貢の　｢有董無文｣説に拠-'伏義易を象のみとし､










































象為雲為雨為水｡屯六毒卦之名也､難也物始生而末通之意｡(『周易本義』　周易上経第一)　(虞と攻は三画の卦の名であり､寛の一陽が二陰の下で動-ので､その徳は動であり､その象は雷である｡攻の一陽が二陰の間に挟まれているので､その徳は陥であ-険であり 象 雲 -雨であ-水である｡屯は六画の卦の名であ-､困難､物が始めて生じ'まだ通じていないという意である｡)








の象伝が重視される。象伝は一卦 大旨とされ、象伝の前に配置されるのであるが、このことは象伝が解釈する所の象 重視と表裏 関係に る。 のような象伝及び象の運用と作易の順序を連動させていくと ろに「易学四同』 特徴がある。
おわりに
『易学四同』における四聖の同一とは、心易と易の規則性が同時に成立する場である。四聖の同一は四聖の心の




























また　『説理会編』　には季本の嘉靖甲寅　(｣五五四)　の自序があり､学の傾向がよくあらわれている｡自序には､まず｢聖人の学は性を尽くす所以なり｡尽性の功は謹独のみ｡此れ憲に言語の間に在らんや｣と言語の限界を述べ'孔門では子貢より顔淵を高く評価する｡さらに干守仁の学は天下に広まったが'顔淵のような者は多くな-経書に背-ような者もいるので'経書の義によって王守仁の意を述べた､と言う｡季本 顔淵の境地を高-評価し､言語の限界を認めつつも､学は経書に依らざ をえないとするのである｡なお　『説理会編』　について述べたものとしては吉凹公平氏の　｢季彰山 　『説群会編』　につ て｣　(『大久保隆郎教授退官紀念論集　漢意とは何か』所収､東方書店､二〇〇一年)　がある｡
(5)　『釈文』巻第二'｢周易音義｣には｢馬(融)'家辞は卦辞なりと云ふ｣'｢樹易兼義｣上経乾伝巻第7には｢.t義日-､夫子作
る所の家辞､1.卦 義を統諭す｣ ある｡前者は家辞が卦辞であるとするも であり､後者は象辞が卜巽中の家伝であるとするものである｡
(6)　墓前の易の理論は那確に始まるとされる｡『河南程氏遺書』　巻第∴Lt第二二条　『伊洛淵源録』　巻九に｢須-董前に元と易
有るを倍ずべし｣とある｡
(7)　｢先儒｣とは朱貴を指す｡『朱子文集』巻三十八に｢那氏の説に拠れば'先天は伏義毒する所の易なり｡後人は文王演ずる所
の易なり｡伏義の易は初めより文字無 '‖ハだ一図有りて以て其の象数を寓して'天地万物の理'陰陽始終 変異はれり｣　(｢乗数疑先天後天之説｣)　とある｡
(8)　『朱子語類』巻第七卜､ 六､屯第三条 ｢『剛柔始交両難生』､是以∴体釈卦名義｡『動乎険中､大事貞』'是以二体之徳釈卦
辞｡『雷雨之動満盈､天造草昧､宜建侯而不寧』､是以二体之象釈卦辞｣とある｡
